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ちょうど 1年前の今頃にも，本誌の
担当号の編集後記を作成していまし
た。当時は，新型コロナウィルスの感
染が拡大し，小中高校の臨時休校や
大規模イベントの中止，無観客試合，
一部地域への渡航禁止などの措置が
なされ，さらに，東京オリンピック・
パラリンピックの開催も危ぶまれる状
況でした。あれから一年，さまざまな
感染防止対策が継続されていますが，
依然として出口の見えない状況が続
いています。1年後には「人類はコロ
ナを克服する知恵と手段を実践し，
新たな日常を手に入れた」と言える
ようになっているでしょうか。
さて，4月号は，「インフラ点検・
検査・管理システム」がテーマです。
コロナ禍においても，建設業界にお
いては，目立った工事の停滞は無い
ように思われますが，インフラの維持
管理についても，粛々と進めて行く
必要があり，本号では，最新の取り
組み，技術について紹介いたします。
巻頭言は京都大学名誉教授　大西
有三先生より「建設施工のDXへの
点検・検査・管理システムのあり方
についての考察」と題し，建築，土
木，インフラ分野に普及しつつある
IT 化，デジタル化について，デー
タ利用の「一気通貫」，業界内での

データを蓄積する共通システムの必
要性などの提言を頂きました。
個々の報文については，施工分野
を橋梁，道路・路面，外壁，トンネ
ル，水路など，幅広い分野を検討し
ました。点検・検査・管理システム
に適用される技術には，ドローンの
活用や ICT 技術が多く含まれてい
ます。一方，日常はあまり目にしま
せんが重要なインフラである下水
道・水路の管理技術の紹介があり，
バルーンを活用するなど，非常に興
味深く思われました。また，実際の
インフラメンテナンス工事の，工事
管理システムと，橋梁・高速道路の
床版取り換え・リニューアルに関す
るものを加えました。
交流のひろばは，「空飛ぶクルマ」

の記事に目を引かれ，Sky Driveさん
にお願いしました。現実からの飛び
幅が大きすぎて，実現には程遠いと
思っていましたが，物流ドローンから
発想すれば，建設現場への適用拡大
の可能性はあり，「空飛ぶクルマ」も
それほど遠くないのかもしれないとの
印象を受け，建設業界だけではなく，
未来に対する視野が広がりました。
最後になりましたが，コロナ禍の
自粛生活の中，短期での寄稿依頼に
も拘らず，快くご寄稿いただきまし
た執筆者や関係者の皆様に，心から
御礼申し上げます。
  （上田・新井）

5 月号「建設施工における事故防止，安全対策特集」予告
・関東地方整備局における工事事故防止「重点的安全対策」　・建設現場の安全対策に向けた取
組　・道路建設機械における安全への取り組み　・工事用機械遠隔監視システム℃（ドシー）を
活用した故障予防保全活動の取り組み　・砂防工事における ICT活用で労働災害ミス防止、過重
判定装置ロードライト　・遠赤外線カメラとAI を用いた人物検知システムの開発　・セントル
自動セットシステムを開発・現場導入　・多機能機械「マルチジャンボ」の開発　・コンクリー
ト内部の健全性の診断　・リモートスカイドリル（無線式バッウホードリル）　・安全強化型ミニ・
クローラクレーンの紹介　・小断面トンネル機械の遠隔操作における距離計カメラの導入　・自
動運転ダンプトラック実証　・穿孔作業の集中管理システムを実現場に適用
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